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2
そうま市議会だより

令和６年８月１日号

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
公
益
信
託
制
度
の
見
直
し
に
係
る

寄
付
金
税
額
控
除
の
規
定
を
整
備
す
る
等
の
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
。

　

※
公
益
信
託
と
は
、
委
託
者
が
金
銭
等
の
財
産
を
学
術
や
慈

善
、
祭
祀
等
の
公
益
目
的
の
た
め
、
受
託
者
に
対
し
、
定
め
ら
れ

た
目
的
に
従
っ
て
そ
の
財
産
を
管
理
又
は
処
分
さ
せ
、
そ
の
公
益

目
的
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
制
度
。

　
　

　
　
　
　
　
　

　

令
和
11
年
度
よ
り
県
内
に
お
い
て
保
険
税
が
統

一
と
な
る
こ
と
か
ら
、
県
が
示
し
て
い
る
当
市
の

標
準
保
険
料
率
に
近
づ
け
る
た
め
、
令
和
4
年
度

か
ら
令
和
8
年
度
の
5
年
間
で
税
率
改
定
を
進

め
て
お
り
、
本
年
度
は
3
年
目
に
あ
た
り
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
資
産
割
率
を
引
き
下
げ
る
一
方

で
、
所
得
割
率
と
均
等
割
率
を
引
き
上
げ
る
も

の
。

　

現
在
、
当
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
料
を
所
得

割
・
均
等
割
・
平
等
割
・
資
産
割
の
4
方
式
で
算

定
し
て
い
る
が
、
令
和
8
年
度
ま
で
に
資
産
割
を

段
階
的
に
引
き
下
げ
て
い
く
こ
と
で
、
資
産
割
が

な
く
な
り
、
3
方
式
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

第 53号

第 55 号

令和６年第３回６月定例会は、６
月３日から６月 19 日までの 17 日
間の会期で行い、市長提案議案 14
件を議決しました。
　ここでは、主な議案の内容と委
員会審査を含めた審議の経過など
について、お知らせします。

　

改
正
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
を
問
う
。

　

市
民
等
、
納
税
者
へ
の
実
質
的
な
影
響
は
な
い

が
、
公
益
信
託
に
係
る
税
制
優
遇
措
置
が
拡
充
さ

れ
る
。
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そうま市議会だより

令和６年８月１日号

議案第５５号「相馬市国民健康保険税条例の一部を改

正する条例」について討論が行われたため、内容を要

約し、ご報告します。

中島孝議員

高橋利宗議員

　議案第５５号の税率改定は、低所得者
層の税率を据え置くなど一定の配慮は見
られるものの、全体として市民の負担が増大するものと
なっている。国民健康保険制度は協会けんぽや共済組合の
ように雇用者側による保険料の折半負担がないことから、
構造的な弱さを抱えている。国庫負担が増えない中での、
国民健康保険の加入者に負担を押し付けるような改定には
反対する。

　　　　　　　　市の国民健康保険基金の残高が、令和６年度
末で約 460 万円と少なくなっている。今回の見直しを行わけれ
ば、令和 7年度以降に国民健康保険税を急激に上げなければな
らず、かえって負担が増える可能性があるため、原案に賛成す
る。

高橋利宗議員

　

資
産
割
と
は
、
相
馬
市
内
に
あ
る
土
地
、

建
物
の
固
定
資
産
に
対
し
て
賦
課
し
て
い

る
も
の
。

　

資
産
割
を
な
く
す
主
な
理
由
に
は

　

・
市
外
に
所
有
す
る
固
定
資
産
は
保
険

税
算
定
の
対
象
で
は
な
く
、
被
保
険
者
に

不
公
平
感
が
あ
る
た
め
。

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
や
介
護
保
険
な
ど

他
の
制
度
に
は
資
産
割
が
な
い
た
め
。

　

・
県
内
で
相
馬
市
の
み
資
産
割
を
含
ん

だ
算
定
を
し
て
お
り
、
令
和
11
年
度
ま
で

に
県
内
各
自
治
体
と

同
じ
算
定
に
す
る
た
め
。

な
ぜ
資
産
割
を
な
く
す
の
？

※議員の賛否一覧は７ページをご覧下さい。
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そうま市議会だより

令和６年８月１日号

　

子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
子
供
を
預
け
ら
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
係

る
保
育
士
の
配
置
基
準
を
見
直
す
も
の
で
、
小
規

模
保
育
事
業
の
保
育
士
の
配
置
基
準
に
つ
い
て
、

3
歳
以
上
、
4
歳
に
満
た
な
い
児
童
は
、
こ
れ
ま

で
20
人
に
対
し
て
１
人
と
し
て
い
た
も
の
を
15
人

に
つ
き
1
人
。
満
4
歳
以
上
は
、
こ
れ
ま
で
30
人

に
1
人
と
し
て
い
た
も
の
を
25
人
に
つ
き
1
人
に

改
め
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
保
育
士
１
人
で
見
る
子
供
の
数

が
減
る
た
め
、
今
ま
で
よ
り
保
育
士
の
人
数
が
多

く
必
要
と
な
る
。
な
お
、
市
で
家
庭
的
保
育
事
業

に
該
当
す
る
施
設
は
な
い
た
め
、
直
接
的
な
影
響

は
な
い
。

第 58号

議案第５８号「家庭的保育事業等の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例」について討論が行われたため、内容を要約

し、ご報告します。

中島孝議員

高橋利宗議員

　　　　　　　　 私立保育所の基準上の配置人数は 11人と
　　　　　　　　なっているところ、政府調査では実際に平均
15人の職員を配置しており、これは適切で安全な保育を行う
ためである。しかし、公定価格で算定される人件費は、基準人
数で計算されるため、より多くの職員を配置している保育施設
ほど、経営が苦しくなり、健全な保育事業の発展や持続につな
がらないため、原案に反対する。

　今回の配置基準が見直されることにより、
保育士が子供たちに対し、目が届きやすく
なり、質の高い保育をすることができ、かつ、保育士が働
きやすくなると考えるため、原案に賛成する。

　子育て世代の代表として、何よりも子供
たちの安心、安全の確保が一番重要であると
考えることから、原案に賛成する。

門馬優子議員

高橋利宗議員

※議員の賛否一覧は７ページをご覧下さい。
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そうま市議会だより

令和６年８月１日号

　

売
却
価
格
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
設
定

さ
れ
た
の
か
を
問
う
。

　

相
馬
市
大
野
台
２
丁
目
1
番
18
に
あ
る
地
積
２
０
，
９
５

１
㎡
の
公
有
地
を
１
億
５
，
７
１
３
万
２
，
５
０
０
円
で
売

却
す
る
も
の
。

　

売
却
の
相
手
方
は
、
山
形
県
鶴
岡
市
に
本
社
が
あ
る
有
限

会
社
ド
リ
ー
ム
ズ
フ
ァ
ー
ム
で
あ
り
、
令
和
６
年
３
月
時
点

で
従
業
員
数
59
名
を
抱
え
る
会
社
で
あ
る
。
売
却
土
地
に

は
、
パ
ッ
ク
ご
飯
を
製
造
す
る
工
場
を
建
設
す
る
予
定
で
あ

り
、
令
和
７
年
２
月
頃
ま
で
に
着
工
し
、
令
和
８
年
４
月
の

操
業
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。
相
馬
工
場
で
は
年
間
４
，
０

０
０
ト
ン
の
米
を
使
用
し
、
４
，
５
０
０
万
食
の
パ
ッ
ク
ご

飯
を
製
造
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

第 60号

　

平
成
25
年
８
月
に
地
域
振
興
整
備
公
団
か

ら
無
償
譲
渡
を
受
け
、
当
時
の
平
米
あ
た
り

　

相
馬
工
場
で
年
間
あ
た
り
４
，
０
０
０

ト
ン
の
米
が
必
要
と
あ
っ
た
が
、
全
て
相

馬
産
の
米
を
使
用
す
る
の
か
を
問
う
。

　

で
き
る
だ
け
相
馬
産
を
使
用
す
る
が
、

不
足
す
る
分
に
つ
い
て
は
、
他
か
ら
調
達

す
る
と
進
出
予
定
の
会
社
か
ら
聞
い
て
い

る
。

相馬中核工業団地

売却箇所

相馬市中核工業団地

　西地区売却箇所

の
価
格
が
７
，
５
０
０
円
で
あ
り
、
現
在

も
そ
の
価
格
を
引
き
継
い
で
い
る
。
な
お
、

固
定
資
産
税
評
価
額
は
平
米
あ
た
り
５
，

２
０
０
円
程
と
な
っ
て
お
り
、
５
，
２
０

０
円
を
0.7
で
割
り
返
し
て
現
在
の
価
格
を

算
出
す
る
と
、概
ね
７
，５
０
０
円
と
な
り
、

妥
当
な
数
字
で
あ
る
。
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令和６年８月１日号

変更額 内　容
5,808 万 2,000 円 水産業共同利用施設復興促進整備事業補助金

420 万円 空き家対策総合支援事業補助金

297 万円 社会保障・税番号制度システム整備費等補助金
　　

国
の
福
島
再
生
加
速
化
交
付
金
を
活
用

し
て
、
相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
の
施
設

２
件
の
整
備
費
用
と
し
て
、
５
，
８
０
８

万
２
，
０
０
０
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
。

　

施
設
の
整
備
事
業
は
２
件
で
、
１
つ
は

松
川
浦
岩
子
地
区
作
業
保
管
施
設
整
備
事

業
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
ノ
リ
の
水
揚
げ
後

の
作
業
は
砂
や
ご
み
等
の
異
物
が
付
着
し

や
す
い
屋
根
の
な
い
場
所
で
行
っ
て
い
た

た
め
、
現
状
の
作
業
場
及
び
青
さ
ノ
リ
を

入
れ
る
タ
ン
ク
に
屋
根
を
整
備
し
、
ア
サ

リ
の
陸
揚
げ
作
業
も
行
え
る
共
同
の
荷
さ

ば
き
ス
ペ
ー
ス
を
兼
ね
備
え
た
作
業
施
設

を
新
た
に
整
備
し
、
異
物
の
付
着
を
軽
減

さ
せ
、
ノ
リ
の
品
質
向
上
を
図
る
も
の
。

　

水
産
業
共
同
利
用
施
設

                          

２
件
の
整
備
補
助

ノ
リ
の
収
穫
時
期
の
12
月
頃
ま
で
の
完
成
を
目
指

し
て
い
る
。

　

も
う
１
つ
は
、
松
川
浦
漁
協
旧
港
地
区
漂
流
物

流
入
防
止
装
置
事
業
で
あ
る
。

　

大
雨
の
影
響
で
、
港
内
に
流
木
等
の
漂
流
物
が

流
れ
込
み
、
漁
船
の
故
障
の
原
因
や
漂
流
物
の
除

去
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、
操
業
を
見
合
わ
せ
ざ

る
を
得
な
い
な
ど
支
障
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
オ

イ
ル
フ
ェ
ン
ス
及
び
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
の
巻
き
取

り
機
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
港
内
へ
の
漂
流
物
流

入
防
止
を
防
ぎ
、
水
揚
げ
量
の
確
保
と
水
産
物
の

安
定
供
給
を
図
る
も
の
。

補正予算の主なもの

支
出
が
必
要
な
制
度
に
変
わ
っ
た
た
め
、
市
が
こ

の
事
業
を
手
掛
け
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。
併
せ

て
空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
し
た
物
件
の
売
買
、
賃

貸
に
か
か
る
不
動
産
仲
介
手
数
料
を
市
が
補
助
す

る
も
の
。
空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
し
た
際
の
不
動

産
仲
介
手
数
料
の
補
助
費
と
新
た
に
空
き
家
改
修

補
助
費
を
あ
わ
せ
て
４
２
０
万
円
を
増
額
す
る
。

　

　

こ
れ
ま
で
空
き
家
の
改
修
補
助
は
、
県
の
単
独

事
業
で
あ
っ
た
が
、
今
年
度
か
ら
、
市
の
補
助
金

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証

　
　

の
一
体
化
に
係
る
経
費
を
補
正

　　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体

化
に
伴
っ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
な

い
方
、
カ
ー
ド
を
所
有
し
て
い
て
も
保
険
証
の
紐

付
け
を
し
て
い
な
い
方
に
対
し
、
被
保
険
者
証
に

代
わ
り
資
格
を
確
認
す
る
証
明
書
を
発
行
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
と
し
て
２
９
７
万
円
を

補
正
す
る
も
の
。

空
き
家
の
改
修
補
助
と

　
　

不
動
産
仲
介
手
数
料
の
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　



7
そうま市議会だより

令和６年８月１日号

議
決
結
果

賛
成

反
対

新政会 にじ そうま
市民
の会

新時代
そうま 無会派

石
橋
　
浩
人

菊
地
　
清
次

波
多
野
広
文

河
内
　
幸
夫

佐
藤
　
満

愛
澤
　
俊
行

横
山
　
和
雄

畑
中
　
昌
子

杉
本
　
智
美

門
馬
　
優
子

浦
島
　
勇
一

根
岸
　
利
宗

山
中
　
宣
明

只
野
　
敬
三

中
島
　
孝

獺
庭
　
大
輔

高
橋
　
利
宗

高
玉
　
良
一

議案第５５号　相馬市国民健康保険税
条例の一部を改正する条例について

賛 原
成 案
多 可
数 決
 

１６ 1
　 
○
　
○
　
○
　
○
　
○
　
○
　
○
　
○
　
○
　
○
　
○
　
○
　
○
　
○

　
　
　
●
討
論

　
○

　
　
　
○
討
論

　
議
長

議案第５８号　相馬市家庭的保育事業
等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例について

賛 原
成 案
多 可
数 決

１６ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　
　
○
討
論

○ ○ ○ ○

　
　
●
討
論

○

　
　
○
討
論

議
長

議案第６３号　令和 6年度相馬市国民
健康保険税条例の一部を改正する条例
について（第 1号）

賛 原
成 案
多 可
数 決

１６ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　
　
○
討
論

○ ○ ○ ○ ○ ●
討
論

○ ○ 議長

６月定例会賛否一覧

議案第６３号「令和 6年度相馬市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例（第 1号）」について討論が行われた

ため、内容を要約し、ご報告します。

中島孝議員

杉本智美議員

　議案第６３号は、議案第５５号の国民健康
保険税率の変更に伴う補正だが、全国市長会や
全国知事会で、国民健康保険加入者や運営者の負担を減らすべく、予
算措置を厚くするよう強く要望しているにもかかわらず、政府がそれ
に応えず、国庫負担を増やさないことで、国民健康保険加入者や運営
者、双方に負担増となることから、原案に反対する。

　　　　　　　　　今回の補正は、国民健康保険税率の県内統一に向け           
                               た改正に伴う主な予算であり、令和 4年度から令和 8年度
までの 5年間で段階的に税率を見直し、国民健康保険財政の収支均衡を目指す
ものである。
　現在の所得割・資産割・均等割・平等割の 4方式から、資産割をなくした 3
方式に向けた資産割の段階的に引き下げ、所得割率、均等割額を引き上げるも
のである。
　国庫負担の問題ではなく、保険税率の県内統一に向けた段階的な修正である
ことから、原案に賛成する。

中島孝議員

杉本智美議員

※　○は賛成、●は反対　
※　議長（高玉良一）は採決に加わりません。



そうま市議会だより

令和６年８月１日号

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
の
執
行
状
況
や
方
針
な
ど
を
質
問
し
、
市
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

内
容
を
要
約
し
、
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

8

新時代そうま

山中宣明 議員
が問う！

　
　
　
　

販
売
農
家
件
数
に
つ
い
て
、平
成
22
年
が
１
９
８
戸
、

令
和
２
年
は
１
２
２
戸
で
あ
り
、
10
年
間
で
、
約
38
％
減
少
し

農
業
振
興
に
つ
い
て

市
内
農
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
の
基
盤
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
農
業
を
維
持
、
向
上
し
て

い
く
た
め
、
担
い
手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
等
の
課
題
に
対
し
、

市
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
項
を
お
示
し
い
た
だ
き
、
今
後

の
農
業
従
事
者
の
意
欲
向
上
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
市
内
農
業
の
現
状
と
課
題
、
６
次
産
業
化
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
を
問
う
。

障
が
い
児
へ
の
支
援
に
つ
い
て

医
療
的
ケ
ア
児
に
対
す
る
支
援
策
を
充
実

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
所
見
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　

医
療
的
ケ
ア
児
は
、
恒
常
的
に
専
門
的
な
医
療
行

為
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
状
態
や
対
応
方
法
が
一
人
一
人
大

　

第
３
次
障
が
い
児
福
祉
計
画
の
指
針
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
新
し
い
取
組
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
常
識
と
す
る
相

馬
市
を
目
指
し
、
市
民
や
事
業
者
、
関
係
機
関
等
と
行
政
が
一

丸
と
な
っ
て
、
各
種
障
が
い
者
施
策
の
着
実
な
推
進
に
つ
い
て

を
伺
う
。

そうま市民の会

浦島勇一 議員
が問う！

そうま市民の会

浦島勇一議員
が問う！

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　

全
国
市
長
会
長
を
３
期
６
年
間
務
め
あ
げ
て
の
所
見
と
、
相

馬
市
政
運
営
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
全
国
自
治
体
職
員
の
早

期
退
職
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
も
主
事
・

主
査
の
若
手
職
員
が
多
く
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
人
材

が
離
職
さ
れ
る
事
は
残
念
で
あ
る
。
改
め
て
早
期
退
職
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
を
問
う
。

全
国
市
長
会
長
を
務
め
て
の
所
見
と
市
政

運
営
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

全
国
市
長
会
会
長
職
を
通
じ
て
、
全
国
の
多
く
の
首

長
と
出
会
い
、
共
に
都
市
自
治
体
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
交

にじ

畑中昌子 議員
が問う！
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令和６年８月１日号

て
い
る
。
兼
業
農
家
に
分
類
さ
れ
る
経
営
体
数
は
、
平
成
22
年

は
１
，
０
７
７
戸
、
令
和
２
年
は
５
５
６
戸
で
あ
り
、
約
48
％

減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
経
営
者
数
に
占
め
る
65
歳
以
上

の
割
合
は
、
平
成
22
年
は
約
36
％
、
令
和
２
年
は
61
％
で
あ
り
、

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
市
内
の
農
業
法
人
は
、
平
成
24
年
度

は
７
社
で
あ
っ
た
が
、
令
和
５
年
度
末
で
は
18
社
と
増
加
し
て

い
る
。

　

市
内
に
お
け
る
課
題
は
、
依
然
と
し
て
農
業
の
担
い
手
不
足

や
農
業
法
人
も
含
め
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
市
は
福
島
県
が
実
施
す
る
新
規
就
農
相
談
会
へ
毎
年
参

加
し
、
新
規
就
農
者
の
確
保
に
努
め
、
就
農
希
望
者
に
対
し
、

生
活
資
金
と
な
る
経
営
開
始
資
金
や
機
械
導
入
等
に
つ
い
て
、

国
の
補
助
制
度
活
用
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農

地
中
間
管
理
機
構
や
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
、
担
い
手
の
確
保
な
ど
の
農
業
振
興
に
係
る

課
題
解
決
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
の
障
が
い
児
・
発
達
障
が
い
児
・
医
療

的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

市
は
、
障
が
い
児
童
等
へ
の
支
援
と
し
て
、
相
談

　
　
　

支
援
専
門
員
に
よ
る
障
害
児
支
援
利
用
計
画
に
基
づ

き
、
各
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
例
示
す
る

と
、
未
就
学
児
へ
の
日
常
生
活
や
集
団
生
活
へ
の
適
応
訓
練
等

を
行
う
「
児
童
発
達
支
援
」、
主
に
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し

た
、必
要
な
訓
練
を
行
う
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」、ま
た
、

車
椅
子
な
ど
の
補
装
具
の
購
入
費
用
等
を
支
給
す
る
「
補
装
具

費
の
支
給
」や
、医
療
的
ケ
ア
児
等
へ
の
た
ん
吸
引
器
な
ど
、「
日

常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
」
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
支
援
が
必
要
な
児
童
の
早
期
発

見
に
努
め
る
と
と
も
に
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
、
健
や
か
に

成
長
で
き
る
よ
う
、取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

き
く
異
な
る
た
め
、
よ
り
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
持
っ
た
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
必
要
と
な
る
が
、
本
市
及
び
近

隣
自
治
体
で
医
療
的
ケ
ア
児
に
対
処
で
き
る
事
業
所
は
極
め
て

少
な
く
、
設
備
や
体
制
が
整
っ
て
い
る
郡
山
市
や
仙
台
市
等
の

遠
方
の
施
設
で
対
応
せ
ざ
る
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
仮
に
施
設
を
整
備
す
る
に
し
て
も
、
対
象
人

数
が
少
な
い
現
状
も
あ
り
、市
の
み
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
は
、

大
変
難
し
い
問
題
で
あ
り
、
広
域
的
に
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い

問
題
と
思
慮
さ
れ
る
の
で
、
相
馬
地
方
全
体
の
問
題
と
捉
え
る

と
と
も
に
、
県
と
の
連
携
の
中
で
、
広
域
的
か
つ
有
効
な
対
策

が
と
れ
な
い
か
ど
う
か
、
今
後
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

る
。

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

市
は
、
こ
れ
ま
で
、
東
京
農
業
大
学
等
と
連
携
し
、

　
　
　

農
家
並
び
に
農
業
法
人
へ
の
６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組

み
支
援
を
継
続
し
て
き
た
。

　

取
り
組
み
の
結
果
、
和
田
観
光
い
ち
ご
組
合
に
お
い
て
は
、

県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
加
工
設
備
等
を
購
入
し
、
令
和
４
年

３
月
よ
り
、
主
に
規
格
外
の
イ
チ
ゴ
等
を
使
用
し
、「
冷
凍
カ
ッ

ト
い
ち
ご
」
の
製
造
、
販
売
を
実
施
し
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
米
や
小
麦
な
ど
に
限
ら
ず
、
地
域
の
農
作
物

を
活
用
し
た
６
次
商
品
化
に
向
け
て
意
欲
の
あ
る
方
が
具
体
的

な
計
画
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、
引
き
続
き
東
京
農
業
大
学
と
連

携
し
な
が
ら
、
６
次
産
業
化
へ

の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

わ
し
、
知
恵
を
出
し
合
う
な
ど
切
磋
琢
磨
す
る
中
で
、
災
害
な

ど
の
窮
地
の
際
、
協
力
・
連
携
体
制
を
速
や
か
に
構
築
で
き
る

関
係
を
築
け
た
も
の
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
全
国
市
長
会
会
長
と
し
て
、
幾
多
の
課
題
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
に
よ
る
経
験
の
中
で
、
市
職
員
も
、
各
省
庁
の
幹
部

職
員
と
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
面
が
数
多
く
あ
り
、
市
役
所

と
し
て
も
、
国
や
全
国
の
自
治
体
と
の
人
脈
や
関
係
性
を
築
く

こ
と
が
大
い
に
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
経
験
や
関

係
性
な
ど
は
、
市
に
と
っ
て
良
い
ご
縁
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

継
続
し
て
ま
い
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、

今
後
の
市
政
運
営
に
お
い
て
も
、
大
き
な
力
と
し
て
発
揮
で
き

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

若
手
職
員
の
早
期
退
職
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
。

　
　
　
　

過
去
３
年
間
に
早
期
退
職
し
た
40
歳
未
満
の
職
員
数

　
　
　

は
、
令
和
３
年
度
２
名
、
令
和
４
年
度
０
名
、
令
和
５

年
度
３
名
で
、
退
職
理
由
は
、
出
身
の
自
治
体
へ
の
転
職
、
専

門
分
野
の
民
間
企
業
へ
の
転
職
、
希
望
す
る
業
種
へ
の
挑
戦
、

大
学
院
へ
の
進
学
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
近
年
、
全
国
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、

転
職
等
を
理
由
と
す
る
若
手
職
員
の
退
職
が
増
加
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
職
員
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な

が
ら
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
悩
み
事
を
相
談
し
や
す
い
、
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

○
通
学
路
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
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令和６年８月１日号

本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
は
、
登
壇
か
ら
質
問
、
答
弁
を
含
め
１
時
間
以
内
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
馬
市
議
会
で
は
一
般
質
問
・
質
疑
は
通
告
す
る
こ
と
が
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

無会派

中島孝 議員
が問う！

　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
１
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
国
会
へ
提

　
　
　
　

市
は
、
職
員
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
職
場

環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
令
和
元
年
度
に
「
相
馬
市
職
員
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に
関
す
る
規
程
」
を
制
定
し
、
相
談
窓

食
料
安
全
保
障
、
地
域
経
済
へ
の
寄
与
を

維
持
発
展
さ
せ
る
為
、
経
済
的
支
援
を
構

築
す
る
必
要
は
な
い
か
、
市
長
の
所
見
を

伺
う
。

　
　
　
　

市
は
農
業
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

　
　
　

も
国
や
県
の
制
度
を
活
用
し
て
継
続
的
に
実
施
し
て
き

た
。
令
和
５
年
度
に
市
が
実
施
し
た
交
付
金
事
業
は
、
①
農
業

農
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

無

　

農
作
物
の
輸
入
頼
み
、
大
規
模
農
家
育
成
に
政
府
が
と
ら
わ

れ
て
い
る
一
方
で
、
福
島
県
な
ど
の
自
治
体
が
有
機
農
作
物
定

着
や
新
規
就
労
者
定
住
支
援
な
ど
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
始

め
て
い
る
状
況
を
鑑
み
て
、
市
の
現
在
の
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

庁
舎
内
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

実
態
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
行
為
の

総
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
種
類
は
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
は
自
治
体
で
も
確
認
さ
れ
て
お
り
問
題
は
深
刻
で
あ

る
。
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
侵
略
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
市
の
実
態
に
つ
い
て
伺
う
。

地
方
自
治
法
改
正
に
よ
る

　

国
の
指
示
権
拡
大
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
改
正
案
に
つ
い
て
市
長
の
所

見
を
問
う
。

　

大
規
模
災
害
や
感
染
症
の
大
流
行
な
ど
の
非
常
事
態
に
際
し
、

国
が
自
治
体
に
具
体
的
な
対
応
を
指
示
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

い
う
地
方
自
治
法
改
正
案
が
、
５
月
30
日
、
衆
議
院
本
会
議
に

お
い
て
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
案
に
関
し
て
は
、
対
等
が
原

則
の
国
と
地
方
の
関
係
が
、
国
が
主
で
地
方
が
従
の
昔
の
主
従

関
係
に
逆
戻
り
す
る
の
で
は
な
い
か
等
の
指
摘
が
あ
る
た
め
質

問
す
る
。

そうま市民の会

根岸利宗 議員
が問う！

にじ

杉本智美 議員
が問う！
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口
を
総
務
部
総
務
課
及
び
教
育
部
総
務
課
に
設
置
し
て
い
る
。

　

規
程
制
定
後
、
こ
れ
ま
で
数
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

は
あ
っ
た
が
、
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
、
業
務
上
の
命
令
や
指

導
が
必
要
で
適
正
な
範
囲
で
行
わ
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
た

め
、
窓
口
担
当
課
の
も
と
、
話
し
合
い
や
指
導
に
よ
る
対
応
を

行
い
、
解
決
し
て
い
る
。

　

な
お
、
規
程
に
基
づ
き
、
審
議
、
公
正
な
処
理
を
行
う
た
め

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
処
理
委
員
会
を
設
置
す
る
ま
で
に
至
っ
た
事

例
は
な
い
。

出
さ
れ
た
「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
は
、

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
を
踏
ま
え

た
対
応
や
、
地
域
の
多
様
な
主
体
の
連
携
及
び
協
働
の
推
進
、

そ
し
て
大
規
模
な
災
害
、
感
染
症
の
蔓
延
な
ど
、
国
民
の
安
全

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
に
お
け
る
特
例
に
係
る
規
定
を

整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
、
国
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
補
充
的
な
指
示

に
つ
い
て
は
、
全
国
市
長
会
会
長
と
し
て
、
次
の
２
点
に
つ
い

て
強
く
意
見
を
申
し
上
げ
て
き
た
。

　

①
国
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
「
指
示
」
に
つ
い
て
は
、

要
件
や
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
極
め
て
限
定
的
か
つ
厳
格
な
制

度
と
す
る
よ
う
十
分
留
意
す
る
こ
と
。

　

②
現
実
の
局
面
で
は
、
国
と
地
方
の
間
、
地
方
公
共
団
体
間

の
緊
密
な
情
報
共
有
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
。

　

同
法
案
に
つ
い
て
は
、
地
方
制
度
調
査
会
答
申
の
趣
旨
や
、

こ
う
し
た
全
国
市
長
会
会
長
と
し
て
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
た

も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
の
観
点
等
か
ら
全
国
の
市
長
よ

り
心
配
の
声
が
多
く
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
同

法
案
の
審
議
を
通
じ
、
国
の
補
充
的
な
指
示
に
つ
い
て
は
、
目

的
達
成
の
た
め
に
必
要
最
小
限
度
の
範
囲
と
す
る
と
と
も
に
、

現
場
の
実
情
を
踏
ま
え
た
措
置
と
し
て
、
地
方
自
治
の
本
旨
に

反
し
安
易
に
行
使
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
旨
を
明
確
化
さ
れ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　　

の
多
面
的
機
能
を
支
え
る
共
同
活
動
等
へ
の
支
援
を
行
う
「
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
」
で
、
市
は
、
市
内
28
団
体
に
総
事
業

費
の
４
分
の
１
に
あ
た
る
約
２
，
０
０
０
万
円
を
支
援
し
て
い

る
。
②
中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
、
適
切
な
農
業
生
産
活
動
が

継
続
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
農
業
の
生
産
条
件
に
関
す
る
不
利
を

補
正
す
る
た
め
の
支
援
を
行
う
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
」
で
、
市
は
、
市
内
６
団
体
に
総
事
業
費
の
４
分
の
１
に

あ
た
る
約
５
３
０
万
円
を
支
援
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
国
は
「
経
営
所
得
安
定
対
策
等
推
進
事
業
」
に
お

い
て
、「
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
」
や
「
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
」
な
ど
、
作
物
ご
と
の
支
援
体
制
に
よ
り
農
業

経
営
の
安
定
化
を
図
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度
は
３
０
９
件
、

総
額
約
６
億
６
，
９
０
０
万
円
を
支
援
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
市
は
令
和
４
、
５
年
度
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
農

業
者
物
価
高
騰
支
援
事
業
を
実
施
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
農
業
支
援
は
、
い
ず
れ
も
国
策
や
県
事
業
に
お
け

る
補
助
金
等
の
財
政
支
援
が
あ
っ
て
実
施
可
能
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　

市
内
の
産
業
は
、
農
業
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
市
の
財
政

運
営
は
常
に
災
害
へ
の
備
え
を
忘
れ
ず
に
、
各
分
野
の
様
々
な

課
題
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
、

こ
れ
か
ら
も
市
の
財
源
の
み
で

特
定
の
産
業
に
支
援
を
す
る
こ

と
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
社
会
情
勢
と
し

て
、
各
産
業
に
係
る
支
援
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
国
や
県
と
連

携
の
上
、
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

○
高
齢
者
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
創

造
に
つ
い
て

○
市
職
員
の
育
児
休
業
に
つ
い
て

対
策
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

市
は
「
相
馬
市
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等　

　
　

に
関
す
る
規
程
」
に
基
づ
き
、
職
員
か
ら
の
相
談
や
苦
情

を
受
け
る
た
め
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。

　

実
際
に
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
相
談

内
容
等
を
審
議
し
、
公
正
な
処
理
を
行
う
た
め
、
総
務
部
長
を

委
員
長
と
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
処
理
委
員
会
を
設
置
し
て
対
応

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
外
部
の
相
談
窓
口
と
し
て
は
、
県
人
事
委
員
会
の

人
事
行
政
相
談
に
お
い
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
相
談
が
可

能
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
旨
、
職
員
に
は
周
知
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
は
、
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
理
解
を
深

め
、
令
和
３
年
度
に
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
」、
令
和
５

年
度
に
は
「
公
務
員
倫
理
研
修
」
を
実
施
し
た
。
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本
会
議
の
映
像
は
Ｙ
о
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

無会派

獺庭大輔 議員
が問う！

にじ

愛澤俊行 議員
が問う！

　
　
　
　

市
は
、
現
段
階
に
お
い
て
は
五
歳
児
健
診
を
実
施
し

て
い
な
い
が
、
発
達
障
が
い
は
、
就
学
へ
の
大
き
な
課
題
と
捉

乳
幼
児
健
診
に
つ
い
て

無

五
歳
児
健
診
の
実
施
に
つ
い
て
問
う
。

　

乳
幼
児
健
診
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
や
成
長
を
確
認
し
、
専

門
家
に
相
談
で
き
る
場
で
あ
る
。
三
歳
児
半
健
診
以
降
、
集
団

生
活
に
触
れ
、
子
供
た
ち
の
特
性
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
後
の

就
学
半
年
前
の
健
診
で
は
、
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
事

が
あ
り
、
五
歳
児
健
診
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
。
子
供
の
特
性

を
理
解
し
、
相
談
で
き
る
機
会
を
増
や
す
べ
き
と
考
え
、
質
問

す
る
。

飼
い
猫
の

　

不
妊
去
勢
手
術
に
つ
い
て に

高
齢
者
の
み
世
帯
や
障
が
い
者
の
世
帯
に

飼
わ
れ
て
い
る
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
の
必

要
性
に
つ
い
て
問
う
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
世
帯
で
、
寂
し
さ
の
軽
減
や
愛
ら

し
さ
を
求
め
、
猫
を
飼
い
育
て
る
方
が
増
え
て
い
る
。
入
院
や

入
所
、
体
力
や
判
断
力
の
低
下
に
よ
り
飼
育
が
困
難
な
事
態
に

な
る
と
、
猫
を
放
し
、
野
良
猫
に
な
る
。
高
齢
者
世
帯
等
が
猫

の
将
来
と
自
分
の
今
後
を
考
え
ら
れ
る
う
ち
に
、
市
と
し
て
、

不
妊
去
勢
手
術
の
制
度
や
助
成
を
考
え
ら
れ
な
い
か
を
問
う
。

熊
の
出
没
に
つ
い
て

熊
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

令
和
５
年
度
の
全
国
に
お
け
る
熊
の
出
没
件
数
は
、
環
境
省

の
資
料
に
よ
る
と
、
前
年
約
１
万
１
，
０
０
０
件
だ
っ
た
も
の

が
、
約
２
４
，
０
０
０
件
と
増
加
し
、
人
身
被
害
は
月
別
統
計

を
開
始
し
た
平
成
18
年
以
降
、
最
高
の
２
０
０
人
を
超
え
る
被

害
に
遭
っ
て
い
る
。

　

市
に
も
出
没
し
、
最
近
出
没
し
た
山
上
堀
坂
地
内
は
、
住
宅

地
に
ほ
ぼ
近
く
、
熊
が
身
近
に
迫
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
重
大

な
被
害
に
遭
う
前
に
対
策
を
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
、
質

問
す
る
。

にじ

横山和雄 議員
が問う！
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え
、発
達
相
談
会
等
を
通
じ
て
早
期
発
見
に
努
め
る
と
と
も
に
、

保
育
園
等
を
巡
回
し
て
発
達
状
況
が
気
に
な
る
児
童
の
相
談
・

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
全
て
の
五
歳
児
を
対
象
と
し
た
健
診
は
、
発

達
障
が
い
を
早
期
に
発
見
で
き
、
就
学
前
ま
で
に
適
切
な
支
援

に
繋
げ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
相
馬
郡
医
師
会
及
び
市

内
小
児
科
医
と
協
議
を
進
め
、
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〇
市
内
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適

正
配
置
に
つ
い
て

　
　
　
　

市
は
市
民
か
ら
熊
の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
場　

　
　
　

合
に
は
、
①
市
民
へ
の
情
報
発
信
及
び
関
係
機
関
と
の

情
報
共
有
②
職
員
に
よ
る
現
地
調
査
③
相
馬
市
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
に
よ
る
捕
獲
駆
除
の
対
応
を
と
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
い
ち
早
く
市
民
へ
伝
達
す

る
た
め
に
防
災
メ
ー
ル
を
活
用
し
、
熊
の
目
撃
場
所
や
目
撃
時

刻
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
市
教
育
委
員
会

及
び
目
撃
情
報
の
あ
っ
た
周
辺
地
域
の
行
政
区
長
や
相
馬
警
察

署
と
も
情
報
共
有
し
、
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
相

馬
警
察
署
に
お
い
て
は
、
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
地
域
の
巡

回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
市
民
の
生
活
安
全
確
保
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

次
に
、
現
地
調
査
に
つ
い
て
は
、
市
職
員
が
現
地
へ
出
向
き
、

獣
の
特
定
に
関
わ
る
足
跡
や
糞
な
ど
の
形
跡
の
調
査
・
確
認
を

行
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
市
は
、
相
馬
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
協
力
も

得
な
が
ら
、
目
撃
情
報
が
あ
っ
た
付
近
に
捕
獲
の
た
め
の
罠
設

置
を
依
頼
し
、
捕
獲
駆
除
に
努
め
て
い
る
。

　

市
と
し
て
も
、
今
後
の
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
目
撃

情
報
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
市
民
へ
速
や
か
に
周
知
を
行
い
、

注
意
喚
起
の
徹
底
を
行
っ
て
い
く
。

　

な
お
、
令
和
元
年
に
熊
の
存
在

が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
農
作
物
や

人
へ
の
具
体
的
な
被
害
報
告
は
な

い
。

○ 

こ
ど
も
の
教
育
環
境
に
つ
い
て

乳
幼
児
相
談
会
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

発
達
の
遅
れ
や
成
育
に
関
し
て
心
配
等
が
あ
る
、
未

　
　
　

就
学
児
を
対
象
と
し
た
、
発
達
相
談
会
及
び
言
語
相
談

会
を
予
約
制
に
よ
り
行
っ
て
お
り
、
希
望
す
る
方
か
ら
保
健
セ

ン
タ
ー
に
連
絡
を
い
た
だ
き
、申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
る
。

　

は
じ
め
に
発
達
相
談
会
で
は
、
心
理
士
に
よ
る
発
達
検
査
及

び
専
門
相
談
や
保
健
指
導
の
ほ
か
、
養
育
面
で
の
子
供
へ
の
適

切
な
接
し
方
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
必
要
に
応
じ
て
、

よ
り
専
門
的
な
医
療
機
関
や
療
育
機
関
の
情
報
提
供
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
実
施
状
況
は
、
令
和
５
年
度
は
18
回
開
催
し
、

参
加
者
人
数
は
32
人
で
あ
る
。

　

言
語
相
談
会
で
は
、
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
発
達
・
言
語
検
査

を
は
じ
め
、
言
語
の
成
長
を
促
す
指
導
や
保
護
者
が
児
童
へ
言

葉
が
け
す
る
際
の
助
言
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
実
施
状
況
は
、

令
和
５
年
度
は
12
回
開
催
し
、
参
加
者
人
数
は
26
人
で
あ
る
。

　

　
　
　
　

猫
の
不
妊
去
勢
手
術
に
つ
い
て
は
、
動
物
愛
護
法
に

基
づ
く
飼
い
主
の
責
務
の
一
つ
と
し
て
、
飼
い
主
が
実
施
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
猫
に
限
ら
ず
ペ
ッ
ト
を
飼
う
全
て
の
市
民
に

対
し
、
不
妊
去
勢
手
術
を
含
め
た
飼
育
マ
ナ
ー
の
理
解
促
進
を

図
る
た
め
、
広
報
そ
う
ま
等
に
よ
り
周

知
啓
発
に
努
め
る
。

　

な
お
、
不
妊
去
勢
手
術
を
行
っ
た
飼

い
主
に
対
し
て
そ
の
費
用
を
補
助
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
公
平
性
・
公
益
性
、

さ
ら
に
は
財
源
の
妥
当
性
の
観
点
か
ら

課
題
も
あ
る
の
で
、
今
後
の
検
討
課
題

と
す
る
。

不
妊
去
勢
手
術
に
係
る
費
用
補
助
の
在
り

方
や
制
度
助
成
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

猫
は
繁
殖
力
が
非
常
に
高
い
こ
と
も
あ
り
、
環
境
省

　
　
　

は
、
動
物
愛
護
法
に
規
定
す
る
「
繁
殖
制
限
」
に
基
づ

き
、
む
や
み
に
増
え
す
ぎ
な
い
よ
う
、
不
妊
去
勢
手
術
を
努
力

義
務
と
し
て
推
奨
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
内
の
動
物
愛
護
管
理
業
務
を
所
管
す
る
福
島
県
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、「
猫
を
出
さ
な
い
」「
猫
を
捨

て
な
い
」「
猫
を
増
や
さ
な
い
」
の
猫
の
３
な
い
運
動
と
し
て

不
妊
去
勢
手
術
を
含
む
取
組
の
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
環
境
省
と
福
島
県
の
取
組
を
踏
ま
え
、
市
と
し
て

も
、
飼
い
主
が
高
齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
で
あ
る
か
否
か
に
か

か
わ
ら
ず
、
全
て
の
猫
の
飼
い
主
に
、
周
り
に
迷
惑
を
か
け
な

い
こ
と
や
不
妊
去
勢
手
術
を
す
る
こ
と
等
の
適
正
飼
育
が
、
飼

い
主
の
責
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
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そうま市議会だより

令和６年８月１日号

議案
番号 件           名 審議結果

５１ 相馬市教育委員会委員の任命につい
て

同　意

全会一致

５２ 相馬市固定資産評価審査委員会委員
の選任について

同　意

全会一致

５３ 相馬市税条例の一部を改正する条例
について

原案可決

全会一致

５４ 災害弔慰金の支給等に関する条例の
一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

５５ 相馬市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例について

原案可決

賛成多数

５６
相馬市特定復興産業集積区域におけ
る固定資産税の課税免除に関する条
例の一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

５７

相馬市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例
について

原案可決

全会一致

５８
相馬市家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例について

原案可決

賛成多数

５９

相馬市地方活力向上地域における固
定資産税の課税免除及び不均一課税
に関する条例の一部を改正する条例
について

原案可決

全会一致

６０ 土地の処分について
原案可決

全会一致

６１ 市道路線の廃止について
原案可決

全会一致

６２ 令和６年度相馬市一般会計補正予算
（第２号）

原案可決

全会一致

請願
番号 件           名 審議結果

２
国に対し「学校給食費無償化を実施
することを求める意見書」提出につ
いての請願

継続
審査

３
県に対し「学校給食費無償化を実施
することを求める意見書」提出につ
いての請願

継続
審査

報告
番号 件           名 審議結果

２
専決処分の承認を求めることについ
て（相馬市税条例の一部を改正する
条例について）

承　認

全会一致

３
専決処分の承認を求めることについ
て（相馬市国民健康保険税条例の一
部を改正する条例について）

承　認

全会一致

４
専決処分の承認を求めることについ
て（令和５年度相馬市一般会計補正
予算（第 1０号））

承　認

全会一致

５
専決処分の承認を求めることについ
て（令和６年度相馬市一般会計補正
予算（第１号））

承　認

全会一致

６ 専決処分の報告について 報告のみ

７ 繰越明許費繰越計算書について 報告のみ

８ 事故繰越し繰越計算書について 報告のみ

９ 繰越計算書について 報告のみ

６
月
定
例
会
の
審
議
結
果

議案
番号 件           名 審議結果

６３ 令和６年度相馬市国民健康保険特別
会計補正予算（第１号）

原案可決

賛成多数

６４ 令和６年度相馬市一般会計補正予算
（第３号）

原案可決
全会一致

本会議 日にち 内容 傍聴者数

１日目 ６月　３日（月） 議案の上程等 　１人

２日目 ６月　６日（木） 一般質問等 １１人

３日目 ６月　７日（金） 一般質問 ６人

４日目 ６月１９日（水） 議案採決 　６人

６月定例会
　　日程、内容、傍聴者数について
６月定例会の本会議の日にち毎の主な内容、
傍聴者数についてお知らせいたします。

　　　　　　議員研修の実施
　議会ＢＣＰ（業務継続計画）について

清水 克士 氏

　令和６年５月 13 日（月）、早稲田大学マニフェスト研究所招聘
研究員の清水克士氏を講師に議会ＢＣＰについての議員研修を実
施しました。
　清水氏は、滋賀県大津市の議会局長を務め
られ、地方議会で初の議会ＢＣＰ策定に尽力
しました。
　議会ＢＣＰは、災害時などに行うべき議
会・議員の役割や行動指針であり、当市議会
においても、今回の研修を受けて、議会ＢＣ
Ｐ策定に向け、取り組んでまいります。
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令和６年８月１日号

政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費として交付されるも
のです。相馬市議会では一人あたり月額１万円、年額１２万円を上限として交付し、残額は
市に返還することになっています。

単位：円

☆支出項目の説明
●調査研究費：市の事務、地方行財政等に関する調査研究費及び調査委託に関する経費
●研修費：研修会を開催するために必要な経費、または団体などが開催する研修会の参加に要する経費
●広報費：活動、または市政について住民に報告するために要する経費
●広聴費：住民からの市政及び会派の活動に対する要望、意見の聴取、住民相談などの活動に要する経費
●会議費：各種会議、または団体などが開催する意見交換会など各種会議への会派としての参加に要する経費
※支出のあった項目のみを説明しております。
　その他の支出項目について確認する場合は下のQRコードからご覧いただけます。

※過去の政務活動費はホームページでご確認ください‼

　　
　　

会派名 新政会 にじ そうま
市民の会

新時代
そうま 無会派 無会派

会派構成 菊地 清次
獺庭  大輔
高玉  良一
波多野  広文
河内 幸夫
佐藤  満
立谷 耕一

門馬  優子
横山  和雄
畑中  昌子
杉本  智美

浦島  勇一
根岸  利宗

只野  敬三
山中  宣明

高橋  利宗 石橋　浩人
（R5.4 ～
R5.11)

（※申請なし）

収入 交付額 560,000 320,000 160,000 160,000 80,000 0

支出 調査研究費 0 323,840 0 0 0 0

研修費 0 0 0 171,480 0 0

広聴費 0 0 0 46,383 0 0

会議費 184,212 0 0 0 0 0

支出合計 184,212 323,840 0 217,863 0 0

収支差引額 375,788 △ 3,840 160,000 △ 57,863 80,000 0

市への返還額 375,788 0 160,000 0 80,000 0

会派名 新政会 にじ そうま
市民の会

新時代
そうま 無会派 無会派 無会派

会派構成 菊地 清次
石橋 浩人
波多野  広文
河内 幸夫
佐藤  満

高玉  良一＊

杉本  智美
愛澤 俊行
横山  和雄
畑中  昌子
門馬  優子

浦島  勇一
根岸  利宗

山中  宣明
只野  敬三

高橋  利宗 獺庭 大輔 中島 孝

収入 交付額 240,000 200,000 80,000 80,000 40,000 40,000 40,000

支出 調査研究費 228,796 117,498 0 0 0 0 0

研修費 0 0 0 128,020 58,813 53.310 0

広報費 0 86,762 0 0 0 0 0

会議費 0 0 0 0 0 0 0

支出合計 228,796 204,258 0 128,020 58,813 53,310 0

収支差引額 11,204 △ 4,258 80,000 △ 48,020 △ 18,813 △ 13,310 40,000

市への返還額 11,204 0 80,000 0 0 0 40,000

令和 5年 4月～令和 5年 11 月

単位：円令和 5年 12 月～令和 6年 3月

＊高玉良一議長は無会派ですが、政務活動費においては異なります。
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ご意見・お問い合わせ：相馬市議会事務局　☎ 0244-37-2177　Eメ〡ル　gikai-jimu@city.soma.lg.jp

そうま市議会だより

令和 6年８月１日号

ご意見・お問い合わせ：相馬市議会事務局　☎ 0244-37-2177　Eメ〡ル　gikai-jimu@city.soma.lg.jp

　

猛
暑
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

近
年
の
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
、
昨

年
よ
り
更
に
暑
く
な
る
日
も
想
定
さ

れ
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
体
調
管
理
に

お
気
を
つ
け
下
さ
い
。

　

さ
て
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

で
は
、
数
多
く
提
案
さ
れ
た
議
案
の

中
か
ら
、
市
民
生
活
に
関
わ
る
議
案

の
審
議
状
況
を
で
き
る
限
り
分
か
り

や
す
く
編
集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
代
表
で
あ
る
そ
れ

ぞ
れ
の
議
員
が
多
様
性
を
持
っ
て
議

論
す
る
事
こ
そ
が
市
民
の
代
弁
者
で

あ
る
議
員
と
し
て
の
大
き
な
役
割
で

あ
り
、
そ
の
状
況
を
市
民
に
報
告
す

る
た
め
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
人
口
減
少
問
題
等
の
大

き
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す

が
、
相
馬
市
の
将
来
に
向
け
て
、

議
会
を
よ
り
活
発
に
し
市
民
生
活

を
豊
か
に
す
る
為
、
皆
様
か
ら
の

感
想
や
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ

い
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　

              　
（
只
野
）

９月定例会の会期日程（予定）

月　日 会　議 内　　容

9月　２日（月） 本会議 議案の提案と説明など
９月　5日（木） 本会議 一般質問（１日目）

6日（金） 本会議 一般質問（２日目）
9日（月） 委員会 各常任委員会（分科会）

10 日（火） 委員会 〃

11 日（水） 委員会 〃
17 日（火） 委員会 予算決算常任委員会
19 日（木） 本会議 議案の採決など

市議会は３月、６月、９月、１２月に開催しており、どなたでも傍聴すること
ができます。また、事前連絡も不要です。
傍聴をご希望の方は、議会開催日に市役所２階の傍聴受付までお越しください。

次の定例会は

開会予定です。◆受付時間　午前９時３０分～

https://www.youtube.com/channel/
UCTpl1YDq5DKU2Oqt49cbe8g

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　

委  

員  

長　

畑
中　

昌
子

　

副
委
員
長　

波
多
野
広
文

　

委　
　

員　

只
野　

敬
三

　

委　
　

員　

根
岸　

利
宗

　


